

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































矢口　洪一 民事裁判官 第一小法廷 1985．11．5 第三小法廷
三好　　達 民事裁判官 第一小法廷 1995．11．7 第二小法廷
山口　　繁 民事裁判官 第三小法廷 1997．10．31 第二小法廷　　「幽曾
第二小法廷 　　9曹，，FPP999．4．21率 第三小法廷
町田　　顕 民事裁判官 第一小法廷 2002．11．6 第三小法廷
島田　仁郎 刑事裁判官 第一小法廷 2006．10．16 第三小法廷
9曾．曹謗O小法廷 　　　　　　・Q006．11．1零
曾曾．，，，，，，，噛曾曾@第二小法廷
＊山口と島田は長官在任中に再異動。
264 （264）
　　　　　　　　　　　　　保守的最高裁の解剖
あり，長官の属する小法廷は通常長官を除く4人で裁かれる。
　一方で，法廷構成について慣例的に確立されてきた原則は，民事裁判官出
身者を各小法廷に最低1人，加えて，刑事裁判官出身者あるいは検察官出身
者を各小法廷に最低1人というものである。ところが，職業裁判官出身の最
高裁判事が長官になってしまうと事実上の「戦力」とはならない。そこで，
長官をはずした4人でもこの法廷構成を維持するために，長官就任と同時に
上記のような異動が行われるのだろう。
　ところで，民主党政権になって新たに6人の最高裁判事が任命された。内
訳は職業裁判官枠3，弁護士枠1，検察官枠1，学識者枠1である。政権交
代があったとはいえ，出身枠はそのまま継承され，自民党政権時代とほぼ変
わらない「順当」な人事が続いている。普天間問題など懸案山積で，とても
最高裁判事人事まで手が回らなかったのだろう。唯一の例外は，女性を起用
したいという鳩山内閣の強い意向の下，学識者枠で岡部喜代子判事が誕生し
たことである。就任時61歳という若さも異例だ。これにより，最高裁はは
じめて同時に2名の女性判事を擁するようになった。
　当時の竹暗博允東京高裁長官が2008年11月25日に最高裁判事を経ずに
14人抜きで長官に抜擢されたとき，政権交代に備えた保守的最高裁確保の
ための布石といわれた。就任時で竹崎長官は定年退官日まで5年8か月もあ
り，これは近年では珍しい長期在任になる。本稿でも取り上げられているが，
アメリカ大統領が比較的若い連邦最高裁判事を任命するのは，次の選挙で政
権が変わっても連邦最高裁判事に空きができるのを防いで，前政権の影響力
を維持するためだといわれる。選挙政治の面での同じ計算が働いて，自民党
政権に竹暗を長官を推させたのではないか，というわけである。
　最高裁判事の後任人事について，最高裁長官が巨大な影響力を有している
のは本稿でも指摘されているとおりである。政権交代後も，竹暗コートは以
前と同様の保守的最高裁を運営していくのだろうか。
　（265）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　265
　　　　　　　　　　　政経論叢　第79巻第1・2号
　ロー教授は本稿の最後で，「司法部は政治的影響に対して，制度的に応答
的であるまさにその理由で，政府が変わらない限り司法部もその路線を変え
ないだろう。（中略）最高裁が保守的であるのは，究極的には政府が保守的
であるためであり，同時に日本の有権者の多数もまたそうであるためである」
と述べている。民意はその潮目を変えたが，竹暗長官という前政権のくさび
を引き抜くほどのうねりになるかどうか。その帰趨は本稿の主張の妥当性を
占うものとなろう。
266 （266）
